
◆ 大腸癌
作成日： 2023/07/19

抗がん薬名 投与量 投与方法 投与日

レジメン名 1外科 Bev(7.5)/XELOX 21 中等度投与間隔 催吐リスク

カペシタビン 2000mg/m2 経口 day1-14

ベバシズマブ 7.5mg/kg 点滴静注 day1

オキサリプラチン 130mg/m2 点滴静注 day1

備考 Cape：1回1000mg/m2を1日2回朝夕食後内服。Day1夕からDay15朝まで内服。

レジメン名 1外科 XELOX 21 中等度投与間隔 催吐リスク

カペシタビン 2000mg/m2 経口 day1-14

オキサリプラチン 130mg/m2 点滴静注 day1

備考 Cape：1回1000mg/m2を1日2回朝夕食後内服。Day1夕からDay15朝まで内服。

レジメン名 2外科 Bev(7.5)/XELOX 21 中等度投与間隔 催吐リスク

カペシタビン 2000mg/m2 経口 day1-14

ベバシズマブ 7.5mg/kg 点滴静注 day1

オキサリプラチン 130mg/m2 点滴静注 day1

備考 Cape：1回1000mg/m2を1日2回朝夕食後内服。Day1夕からDay15朝まで内服。

レジメン名 2外科 XELOX 21 中等度投与間隔 催吐リスク

カペシタビン 2000mg/m2 経口 day1-14

オキサリプラチン 130mg/m2 点滴静注 day1

備考 Cape：1回1000mg/m2を1日2回朝夕食後内服。Day1夕からDay15朝まで内服。

免責事項：本レジメン一覧は、医療従事者を対象にしたものであり、一般の方向けではありません。また本レジメン一覧を参考にレジメンを作成しないでください。当院では一切の責任を負いません
。
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抗がん薬名 投与量 投与方法 投与日

レジメン名 3週 Bev+IRIS(CPT-11:150mg/m2+Bev d1) 21 中等度投与間隔 催吐リスク

ﾃｶﾞﾌｰﾙ・ｷﾞﾒﾗｼﾙ・ｵﾃﾗｼﾙ 80mg/m2 経口 day1-14

ベバシズマブ 7.5mg/kg 点滴静注 day1

イリノテカン 150mg/m2 点滴静注 day1

備考 S-1：1回40mg/m2を1日2回朝夕食後内服。Day1夕からDay15朝まで内服。

レジメン名 4週 Bev+IRIS(CPT-11:100mg/m2+Bev d1,15) 28 中等度投与間隔 催吐リスク

ﾃｶﾞﾌｰﾙ・ｷﾞﾒﾗｼﾙ・ｵﾃﾗｼﾙ 80mg/m2 経口 day1-14

ベバシズマブ 5mg/kg 点滴静注 day1,15

イリノテカン 100mg/m2 点滴静注 day1,15

備考 S-1：1回40mg/m2を1日2回朝夕食後内服。Day1夕からDay15朝まで内服。

レジメン名 AFL/FOLFIRI 14 中等度投与間隔 催吐リスク

アフリベルセプト ベータ 4mg/kg 点滴静注 day1

レボホリナート 200mg/m2 点滴静注 day1

イリノテカン 150mg/m2 点滴静注 day1

5-フルオロウラシル 400mg/m2 急速静注 day1

5-フルオロウラシル 2400mg/m2 持続静注(46
時間)

day1

備考

レジメン名 BEV(5)/5FU/LV 14 軽度投与間隔 催吐リスク

ベバシズマブ 5mg/kg 点滴静注 day1

レボホリナート 200mg/m2 点滴静注 day1

5-フルオロウラシル 400mg/m2 急速静注 day1

5-フルオロウラシル 2400mg/m2 持続静注(46
時間)

day1

備考

免責事項：本レジメン一覧は、医療従事者を対象にしたものであり、一般の方向けではありません。また本レジメン一覧を参考にレジメンを作成しないでください。当院では一切の責任を負いません
。
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抗がん薬名 投与量 投与方法 投与日

レジメン名 BEV(5)/FOLFIRI(150) 14 中等度投与間隔 催吐リスク

ベバシズマブ 5mg/kg 点滴静注 day1

レボホリナート 200mg/m2 点滴静注 day1

イリノテカン 150mg/m2 点滴静注 day1

5-フルオロウラシル 400mg/m2 急速静注 day1

5-フルオロウラシル 2400mg/m2 持続静注(46
時間)

day1

備考

レジメン名 BEV(5)/FOLFIRI(180) 14 中等度投与間隔 催吐リスク

ベバシズマブ 5mg/kg 点滴静注 day1

レボホリナート 200mg/m2 点滴静注 day1

イリノテカン 180mg/m2 点滴静注 day1

5-フルオロウラシル 400mg/m2 急速静注 day1

5-フルオロウラシル 2400mg/m2 持続静注(46
時間)

day1

備考

レジメン名 BEV(5)/FOLFOXIRI 14 中等度投与間隔 催吐リスク

ベバシズマブ 5mg/kg 点滴静注 day1

イリノテカン 165mg/m2 点滴静注 day1

レボホリナート 200mg/m2 点滴静注 day1

オキサリプラチン 85mg/m2 点滴静注 day1

5-フルオロウラシル 3200mg/m2 持続静注(48
時間)

day1

備考 Day2-3：イメンド80mg 1Cap 1日1回 + DEX　2mg/回 1日2回 朝昼食後。Day4： DEX　2mg/回 1日2回 朝昼食後。

免責事項：本レジメン一覧は、医療従事者を対象にしたものであり、一般の方向けではありません。また本レジメン一覧を参考にレジメンを作成しないでください。当院では一切の責任を負いません
。
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抗がん薬名 投与量 投与方法 投与日

レジメン名 BEV(5)/mFOLFOX6 14 中等度投与間隔 催吐リスク

ベバシズマブ 5mg/kg 点滴静注 day1

レボホリナート 200mg/m2 点滴静注 day1

オキサリプラチン 85mg/m2 点滴静注 day1

5-フルオロウラシル 400mg/m2 急速静注 day1

5-フルオロウラシル 2400mg/m2 持続静注(46
時間)

day1

備考

レジメン名 Bev/SOX(TS-1/L-OHP) 21 軽度投与間隔 催吐リスク

ﾃｶﾞﾌｰﾙ・ｷﾞﾒﾗｼﾙ・ｵﾃﾗｼﾙ 80mg/m2 経口 day1-14

ベバシズマブ 7.5mg/kg 点滴静注 day1

オキサリプラチン 130mg/m2 点滴静注 day1

備考 S-1：1回40mg/m2を1日2回朝夕食後内服。Day1夕からDay15朝まで内服。

レジメン名 Bev/TFTD 28 中等度投与間隔 催吐リスク

トリフルリジン・チピラシル塩酸塩 70mg/m2 経口 day1-5,8-12

ベバシズマブ 5mg/kg 点滴静注 day1,15

備考 TFTDの内服は1回35mg/m2を1日2回。Day1の夕方より開始。Day13朝分の内服で終了。

レジメン名 BEV/XELIRI 21 中等度投与間隔 催吐リスク

カペシタビン 1600mg/m2 経口 day1-14

ベバシズマブ 7.5mg/kg 点滴静注 day1

イリノテカン 200mg/m2 点滴静注 day1

備考 カペシタビン：1回800mg/m2を1日2回、Day1夕から、Day15朝に内服

免責事項：本レジメン一覧は、医療従事者を対象にしたものであり、一般の方向けではありません。また本レジメン一覧を参考にレジメンを作成しないでください。当院では一切の責任を負いません
。
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抗がん薬名 投与量 投与方法 投与日

レジメン名 Bev/ゼローダ 21 軽度投与間隔 催吐リスク

カペシタビン 2000mg/m2 経口 day1-14

ベバシズマブ 7.5mg/kg 点滴静注 day1

備考 Cape：1回1000mg/m2を1日2回朝夕食後内服。Day1夕からDay15朝まで内服。

レジメン名 bi-CPT-11(150) 28 中等度投与間隔 催吐リスク

イリノテカン 150mg/m2 点滴静注 day1,15

備考

レジメン名 C-mab/FOLFOX6(2クール目以降) 14 中等度投与間隔 催吐リスク

セツキシマブ 250mg/m2 点滴静注 day1,8

レボホリナート 200mg/m2 点滴静注 day1

オキサリプラチン 85mg/m2 点滴静注 day1

5-フルオロウラシル 400mg/m2 急速静注 day1

5-フルオロウラシル 2400mg/m2 持続静注(46
時間)

day1

備考

レジメン名 C-mab単独(2クール目以降) 7 最小度投与間隔 催吐リスク

セツキシマブ 250mg/m2 点滴静注 day1

備考

免責事項：本レジメン一覧は、医療従事者を対象にしたものであり、一般の方向けではありません。また本レジメン一覧を参考にレジメンを作成しないでください。当院では一切の責任を負いません
。
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抗がん薬名 投与量 投与方法 投与日

レジメン名 FOLFIRI(150) 14 中等度投与間隔 催吐リスク

レボホリナート 200mg/m2 点滴静注 day1

イリノテカン 150mg/m2 点滴静注 day1

5-フルオロウラシル 400mg/m2 急速静注 day1

5-フルオロウラシル 2400mg/m2 持続静注(46
時間)

day1

備考

レジメン名 FOLFIRI(180) 14 中等度投与間隔 催吐リスク

レボホリナート 200mg/m2 点滴静注 day1

イリノテカン 180mg/m2 点滴静注 day1

5-フルオロウラシル 400mg/m2 急速静注 day1

5-フルオロウラシル 2400mg/m2 持続静注(46
時間)

day1

備考

レジメン名 FOLFOXIRI 14 中等度投与間隔 催吐リスク

イリノテカン 165mg/m2 点滴静注 day1

レボホリナート 200mg/m2 点滴静注 day1

オキサリプラチン 85mg/m2 点滴静注 day1

5-フルオロウラシル 3200mg/m2 持続静注(48
時間)

day1

備考 Day2-3：イメンド80mg 1Cap 1日1回 + DEX　2mg/回 1日2回 朝昼食後。Day4： DEX　2mg/回 1日2回 朝昼食後。

レジメン名 IRIS(TS-1/CPT-11:100mg/m2 d1) 21 中等度投与間隔 催吐リスク

ﾃｶﾞﾌｰﾙ・ｷﾞﾒﾗｼﾙ・ｵﾃﾗｼﾙ 80mg/m2 経口 day1-14

イリノテカン 100mg/m2 点滴静注 day1

備考 S-1：1回40mg/m2を1日2回朝夕食後内服。Day1夕からDay15朝まで内服。

免責事項：本レジメン一覧は、医療従事者を対象にしたものであり、一般の方向けではありません。また本レジメン一覧を参考にレジメンを作成しないでください。当院では一切の責任を負いません
。
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抗がん薬名 投与量 投与方法 投与日

レジメン名 IRIS(TS-1/CPT-11:125mg/m2 d1,15) 28 中等度投与間隔 催吐リスク

ﾃｶﾞﾌｰﾙ・ｷﾞﾒﾗｼﾙ・ｵﾃﾗｼﾙ 80mg/m2 経口 day1-14

イリノテカン 125mg/m2 点滴静注 day1,15

備考 S-1：1回40mg/m2を1日2回朝夕食後内服。Day1夕からDay15朝まで内服。

レジメン名 mFOLFOX6 14 中等度投与間隔 催吐リスク

レボホリナート 200mg/m2 点滴静注 day1

オキサリプラチン 85mg/m2 点滴静注 day1

5-フルオロウラシル 400mg/m2 急速静注 day1

5-フルオロウラシル 2400mg/m2 持続静注(46
時間)

day1

備考

レジメン名 PER+HER（2回目以降） 21 最小度投与間隔 催吐リスク

ペルツズマブ 420mg/body 点滴静注 day1

トラスツズマブ 6mg/kg 点滴静注 day1

備考 HER2陽性大腸癌。

レジメン名 Pmab/CPT-11 14 中等度投与間隔 催吐リスク

パニツムマブ 6mg/kg 点滴静注 day1

イリノテカン 150mg/m2 点滴静注 day1

備考

免責事項：本レジメン一覧は、医療従事者を対象にしたものであり、一般の方向けではありません。また本レジメン一覧を参考にレジメンを作成しないでください。当院では一切の責任を負いません
。
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抗がん薬名 投与量 投与方法 投与日

レジメン名 Pmab/FOLFIRI 14 中等度投与間隔 催吐リスク

パニツムマブ 6mg/kg 点滴静注 day1

レボホリナート 200mg/m2 点滴静注 day1

イリノテカン 150mg/m2 点滴静注 day1

5-フルオロウラシル 400mg/m2 急速静注 day1

5-フルオロウラシル 2400mg/m2 持続静注(46
時間)

day1

備考

レジメン名 Pmab/FOLFOX 14 中等度投与間隔 催吐リスク

パニツムマブ 6mg/kg 点滴静注 day1

レボホリナート 200mg/m2 点滴静注 day1

オキサリプラチン 85mg/m2 点滴静注 day1

5-フルオロウラシル 400mg/m2 急速静注 day1

5-フルオロウラシル 2400mg/m2 持続静注(46
時間)

day1

備考

レジメン名 Pmab単剤 14 最小度投与間隔 催吐リスク

パニツムマブ 6mg/kg 点滴静注 day1

備考

免責事項：本レジメン一覧は、医療従事者を対象にしたものであり、一般の方向けではありません。また本レジメン一覧を参考にレジメンを作成しないでください。当院では一切の責任を負いません
。
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抗がん薬名 投与量 投与方法 投与日

レジメン名 RAM/FOLFIRI(150) 14 中等度投与間隔 催吐リスク

ラムシルマブ 8mg/kg 点滴静注 day1

レボホリナート 200mg/m2 点滴静注 day1

イリノテカン 150mg/m2 点滴静注 day1

5-フルオロウラシル 400mg/m2 急速静注 day1

5-フルオロウラシル 2400mg/m2 持続静注(46
時間)

day1

備考 RAMの忍容性が良好であれば、2回目は30分に投与時間を短縮可能。

レジメン名 オプジーボ(240mg/body) 14 最小度投与間隔 催吐リスク

ニボルマブ 240mg/body 点滴静注 day1

備考 MSI-high大腸がんに適応。

レジメン名 オプジーボ【480mg/body】 28 最小度投与間隔 催吐リスク

ニボルマブ 480mg/body 点滴静注 day1

備考 MSI-high大腸がんに適応。

レジメン名 オプジーボ+ヤーボイ 21 最小度投与間隔 催吐リスク

ニボルマブ 240mg/body 点滴静注 day1

イピリムマブ 1mg/kg 点滴静注 day1

備考 MSI-high大腸がんに適応。

免責事項：本レジメン一覧は、医療従事者を対象にしたものであり、一般の方向けではありません。また本レジメン一覧を参考にレジメンを作成しないでください。当院では一切の責任を負いません
。
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